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こ
の
度
の
改
選
で
川
根
本
町
議
会
議
長
に
選
任
い

た
だ
き
ま
し
た
、
薗
田
靖
邦
で
す
。
改
め
て
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
川
根
本

町
議
会
議
員
は
、
川
根
本
町
民
の
負
託
を
受
け
町
民

の
代
表
と
し
て
議
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
も
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
議
会
議
員
に
求
め

ら
れ
て
い
る
大
切
な
役
割
を
果
た
す
た
め
議
会
の
本

質
と
は
何
か
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
誠
心
誠
意

尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
の
自
然
豊
か
な
人
間

味
あ
ふ
れ
る
川
根
本
町
を
誇
り
に
私
た
ち
議
員
は
町

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
一
丸
と
な
っ
て
議
会
運
営

を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う�

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
原
則
で
あ
る
二
元
代
表
制
に
お
い
て
、

議
会
と
行
政
は
協
調
と
け
ん
制
に
よ
り
責
任
を
分
担

し
、
緊
張
感
あ
る
『
一
歩
離
れ
、
二
歩
離
れ
る
な
』

の
姿
勢
を
保
ち
、
一
体
と
な
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
二
年
間
を
頑
張
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

副
議
長
は
、
議
長
を
補
佐
す
る
職
で
は
な
く
、
議

長
を
代
理
す
る
職
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
議

長
の
驥き

尾び

に
つ
き
、
議
会
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ

う
、誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
後

と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
在

り
方
、
移
住
定
住
に
関
す
る
取
組
み
、
医
療
福
祉
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
事
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
現
下
の
課
題
解
決
だ
け
で
な
く
、
将
来
を

見
据
え
た
継
続
可
能
な
行
政
運
営
も
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
住
民
の
代
表
で
あ
り
ま
す
議
員
の
皆
様
と

ま
す
ま
す
議
論
を
深
め
て
い
く
所
存
で
す
。
一
層
の
お

力
添
え
を
頂
戴
し
た
く
存
じ
ま
す
。

�

川
根
本
町
長　

鈴
木
　
敏
夫

◎
工
事
請
負
契
約
の

　
締
結
に
つ
い
て

令
和
元
年
度　
森
林
環
境

保
全
整
備
事
業

林
道
寸
又
線
改
良
工
事

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

《
契
約
先
》

　

㈱
神
田
組

《
請
負
金
額
》

　

６
，４
３
５
万
円

《
工
期
》

　
令
和
２
年
３
月
24
日
ま
で

◎
令
和
元
年
川
根
本
町

　
一
般
会
計
予
算

…
全
員
賛
成
で
可
決

《
補
正
後
の
額
》

　

67
億
３
６
９
万
２
千
円

�

（
８
９
０
万
円
の
増
額
）

　

地
域
医
療
推
進
費
、
本

川
根
診
療
所
の
再
開
に
伴

う
修
繕
料
、
清
掃
費
、
機

械
器
具
購
入
費
等
の
増
額

新しい町議会の構成が決まりました
令和元年第１回川根本町議会臨時議会（10月21日）が開催され、
正副議長、各委員会の委員も決まりました。

議
長
あ
い
さ
つ

町
長
あ
い
さ
つ

副
議
長
あ
い
さ
つ

川
根
本
町
議
会
議
長

薗
田
　
靖
邦

川
根
本
町
議
会
副
議
長

中
野
　
暉

工
事
請
負
契
約

補
正
予
算

　
本
臨
時
議
会
で
は
議
会
構
成
の
ほ
か
工
事
請
負
契
約
１

件
、
補
正
予
算
１
件
が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
質
疑
後

の
討
論
は
な
く
、
２
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

2



新しい委員会構成
10月21日臨時議会で決まりました。

中
田
　
隆
幸

野
口
　
直
次

杉
山
　
広
充

中
澤
　
莊
也

野
口
　
直
次

中
原
　
緑

中
原
　
緑

薗
田
　
靖
邦

山
本
　
信
之

太
田
　
侑
孝

澤
西
　
省
司

中
野
　
暉

中
澤
　
莊
也

坂
本
　
政
司

副
委
員
長

　
杉
山
　
広
充

委
員
長

　
野
口
　
直
次

委
員
長

　
石
山
貴
美
夫

副
委
員
長

　
中
原
　
緑

副
委
員
長

　
杉
山
　
広
充

委
員
長

　
澤
西
　
省
司

副
委
員
長

　
石
山
貴
美
夫

委
員
長

　
坂
本
　
政
司

第１常任委員会 第２常任委員会

議会運営委員会 広 報 委 員 会

総務課、企画課、情報政策課、税務住民
課、くらし環境課、健康福祉課及び高齢者
福祉課の所管に属する事項

議会を円滑に進めるための、議会運営に関
する事項、議長の諮問に関する事項等

農林課、建設課、観光商工課、教育総務課
及び社会教育課の所管に属する事項

議会広報紙の編集及び発行、その他議会の
広報に関する事項
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☆特別会計歳入歳出決算額� （単位：千円）

年度 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 簡易水道 温泉事業 訪問看護 いやしの里診療所

歳 入
決算額

29年度 1,061,012 119,433 1,279,185 187,489 14,638 　　　ー 47,942 
30年度 835,005 123,400 1,267,741 210,173 15,437 14,541 50,440 

歳 出
決算額

29年度 997,591 119,312 1,236,440 182,255 14,534 　　　ー 47,864 
30年度 806,646 123,085 1,241,556 205,555 15,437 14,415 50,314 

繰越額
29年度 63,420 121 42,745 5,234 104 　　　ー 78 
30年度 28,359 315 26,185 4,618 0 126 125 

30年度当初予算額 874,298 129,850 1,331,347 218,680 16,666 16,067 55,383 

　

源　
　
財　
　
存　
　
依

3,991,519
65.28% 

自主財源
2,123,135

34.72%

町税
1,332,130

21.79% 繰入金
324,112
5.30% 

繰越金
218,571
3.57%

諸収入
83,184 
1.36%

地方消費税交付金
140,525
2.30%

地方交付税
2,459,320

40.22%

県支出金
445,690
7.29%

国庫支出金
232,352
3.80%

地方譲与税
40,348
0.66%

その他の交付金
24,320 
0.40%

町債
546,794
8.94%

歳入合計
6,114,654 
（単位：千円）

【平成30年度決算】　一般会計歳入の内訳

・特別会計決算を認定

▲

決算審査は、議員が事前に抽出した一般会計の42の事業を中心に、事業実績や状況などの詳細
説明を担当課から受け、委員から多くの質疑や意見が出され活発な決算審査が行われました。▲

委員会最終日の ９ 月18日には、現地調査を行った後に委員会採決を行いました。▲

９ 月27日の定例会最終日には、決算認定議案 8 件と議案32号の採決を行い、認定しました。

☆５年間の町税の推移� （単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
町 民 税 294,537 302,116 310,847 284,124 305,575
固 定 資 産 税 1,034,079 1,001,914 981,481 982,780 969,343
軽 自 動 車 税 21,594 21,924 25,954 26,363 26,932
町 た ば こ 税 31,391 30,231 28,047 26,217 24,893
入 湯 税 5,339 5,545 5,384 5,538 5,387
歳 入 合 計 1,386,940 1,361,730 1,351,713 1,325,022 1,332,130
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広報委員会の

決算における
着 目 点目

経
　
　常
　
　的
　
　経
　
　費

4,262,518
72.33%

投資的経費
1,067,063
18.15%

その他の経費
550,823
9.37%

人件費
1,105,444

18.46%

扶助費
315,894
5.37%

公債費
693,045
11.79%

物件費
1,441,544

24.51%

補助費等
647,741
11.02%

普通建設事業費
951,635
16.18% 

繰出金
498,299
8.47%

 投資及び出資金・貸付金
240

0.00% 
 積立金

52,284
0.89%

維持補修費
58,850
1.00%

災害復旧事業費
115,428
1.96%

歳出合計
5,880,404
（単位：千円）

【平成30年度決算】　一般会計歳出の内訳

平成30年度 一般会計

▲

９ 月議会定例会では、平成30年度の一般会計及び 7 事業の特別会計を決算特別委員会で審査し
ました。議案32号（川根本町地域経済牽引事業の促進に係る固定資産税の課税免除に関する条例
の制定について）を、第 2 常任委員会に審査を付託し、 ９ 月 3 日から18日までの間の ５ 日間にわ
たり審査を行いました。

○財政調整基金の平成30年度末現在高は９億1千万円である。
　平成２９年度に５億円使用したが、30年度は２億８千万円と約半分に
使用を押さえている状況である。今年度、財政調整基金をどれだ
け使用するかは、議員としても関心の高いところである。

○２９年度～30年度における目的別決算額であるが、前年対比で見た
場合に教育費は生徒数が減少する中で、２９年度11％増、30年度1７％
増と、他の支出項目に比べて支出が急増しているが、この点につ
いては広報委員会でも関心をもっている。

☆５年間の基金残高と起債残高の推移� （単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
財 政 調 整 基 金 残 高 1,681,802 1,684,681 1,687,754 1,190,663 914,339
減 債 基 金 残 高 94,074 94,094 94,098 87,685 81,356
国民健康保険給付等支払準備基金残高 96,958 110,879 124,792 126,702 144,655
簡 易 水 道 基 金 残 高 41,794 24,518 16,475 16,408 13,756
温 泉 事 業 基 金 9,961 9,964 9,965 9,966 9,967
起 債 残 高 5,302,364 5,928,466 5,762,955 5,667,062 5,551,261
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《審査日》令和元年９月３日・５日・9日・13日・18日

平成30年度一般会計、特別会計などを
原案のとおり認定しました。

　

９
月
３
日
の
定
例
会
本

会
議
で
、
決
算
特
別
委
員

会
（
議
長
を
除
く
11
名
の

議
員
で
構
成
）
が
設
置
さ

れ
、
委
員
長
に
坂
本
政
司

第
二
常
任
委
員
委
員
長
が
、

副
委
員
長
に
石
山
貴
美
夫

第
一
常
任
委
員
長
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
主
要
事

業
か
ら
議
員
が
抽
出
し
た

42
事
業
を
中
心
に
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
審
議
さ
れ
た

内
容
を
い
く
つ
か
抜
粋
し

て
報
告
し
ま
す
。

◎
一�

般�

会�

計

�

…
全
員
賛
成

○
総
務
課

災
害
対
策
費　

（
避
難
所
対
策
事
業
）

問

各
地
区
で
行
わ
れ
る

防
災
訓
練
の
状
況
は
把
握

し
て
い
る
か
。

答

実
施
計
画
、
実
施
報

告
書
の
提
出
に
よ
り
把
握

し
て
い
る
。

消
防
施
設
費

問

耐
震
貯
水
槽
2
基
の

工
事
費
の
違
い
は
。

答

容
量
は
同
じ
だ
が
、

設
置
場
所
の
状
況
で
、
付

帯
工
事
に
差
が
出
る
た
め
。

○
健
康
福
祉
課

社
会
福
祉
総
務
費

（�

民
生
委
員
・
児
童
委
員

関
係
）

問

民
生
委
員
が
未
設
置

地
区
の
状
況
は
。

答

接
岨
、
下
長
尾
、
藤

川
地
区
が
未
設
置
で
あ
る
。

区
長
に
お
願
い
し
て
対
応

し
て
い
る
。

予
防
費

問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
委
託
料
の
算

出
の
仕
方
は
。

答

過
去
の
デ
ー
タ
に
基

づ
き
接
種
人
数
を
算
出
し

て
い
る
。

○
教
育
総
務
課

地
域
若
者
教
育
推
進
費

（�

川
根
高
校
男
子
寮
よ
す

が
苑
運
営
費
）

問

よ
す
が
苑
建
物
の
今

後
の
賃
借
料
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

答

２
年
契
約
が
今
年
度

で
切
れ
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
現
在
協
議
中
で
あ
る
。

学
校
給
食
施
設
費

問

消
費
税
が
上
が
る
こ

と
に
よ
り
、
給
食
費
の
値

上
げ
も
あ
る
の
か
。

答

消
費
税
が
上
が
る
こ

と
を
理
由
と
し
た
値
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

○
社
会
教
育
課

社
会
教
育
総
務
費　

（�

資
料
館
や
ま
び
こ
運
営

管
理
）

問

人
材
の
確
保
を
含
め
、

「
や
ま
び
こ
」
の
運
営
を

ど
う
考
え
る
か
。

答

情
報
発
信
、
環
境
学

習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

活
用
方
法
を
、
社
会
教
育

施
設
運
営
委
員
会
等
に
諮

り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

○
企
画
課

企
画
総
務
費

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

問

寄
付
額
は
増
え
て
い

る
が
、
さ
ら
に
増
や
す
に

は
何
が
必
要
と
考
え
る
か
。

答

返
礼
品
の
充
実
が
効

果
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
寄

付
者
は
正
月
向
け
の
返
礼

品
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
費　

（
移
住
定
住
事
業
）

問

お
試
し
住
宅
利
用
実

績
が
７
件
あ
る
が
、
移
住

に
結
び
付
い
た
実
例
は
あ

る
か
。

答

実
績
は
ま
だ
な
い
が
、

物
件
を
探
し
て
い
る
人
の

情
報
は
持
っ
て
い
る
。

○
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
費

（�

在
宅
高
齢
者
等
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
）

問

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
栄
養
士
の
経
費
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
１
名
配
置
さ
れ
て

い
る
管
理
栄
養
士
（
役
場

職
員
）
が
担
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
費

問

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
被
保

険
者
負
担
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答

今
の
と
こ
ろ
負
担
は

な
い
。
現
在
国
が
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
建
設
課

河
川
総
務
費　

（�

河
川
海
岸
環
境
整
備
事

業
負
担
金
）

問

負
担
金
は
何
の
負
担

金
か
。

答

梅
高
地
区
の
温
泉
ス
タ

ン
ド
上
流
側
の
公
園
整
備
に

係
る
工
事
負
担
金
で
あ
る
。

決
算
の
内
容
等
に

�

つ
い
て
慎
重
に
審
議

資料館やまびこ
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ま

と

め

18
日
に
は
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
ま
す
。

道
路
維
持
費

問

道
路
愛
護
作
業
が
高

齢
化
な
ど
で
今
ま
で
の
よ

う
に
対
応
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

対
応
策
は
。

答

地
区
か
ら
町
に
対
し

要
望
が
増
え
て
い
る
。

　

作
業
範
囲
は
限
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
町
で

も
対
応
し
て
い
る
。

○
く
ら
し
環
境
課

路
線
バ
ス
対
策
費

（
町
営
バ
ス
運
行
管
理
業
務
）

問

バ
ス
停
の
新
た
な
設

置
は
可
能
か
。

答

要
望
な
ど
を
踏
ま
え

て
対
応
し
て
い
く
。

環
境
衛
生
費

問

食
用
油
を
再
生
し
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
現
在

も
使
用
し
て
い
る
か
。

答

以
前
、
ご
み
収
集
車

に
使
用
し
た
際
に
不
具
合

が
生
じ
た
経
緯
が
あ
り
、

現
在
は
使
用
し
て
い
な
い
。

○
会
計
課

基
金
管
理
費　

問

赤
石
太
鼓
運
営
基
金

と
は
何
か
。

答

合
併
前
か
ら
あ
る
も

の
で
、
継
承
し
た
も
の
で

あ
る
。
備
品
購
入
、
更
新

費
用
な
ど
に
充
て
る
た
め

の
基
金
で
あ
る
。
財
政
的

基
盤
確
保
、
円
滑
な
運
営

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

○
観
光
商
工
課

音
戯
の
郷
運
営
費　

（
音
戯
の
郷
施
設
運
営
一
般
）

問

入
館
者
数
の
町
内
、

町
外
の
割
合
は
。

答

町
内
が
５
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
で
、
残
り
は
町
外

者
と
考
え
る
。

ダ
ム
水
源
地
域
振
興
費

（
接
岨
峡
温
泉
会
館
管
理

運
営
費
）

問

地
元
か
ら
の
雇
用
状

況
は
。

答

現
在
１
名
で
あ
る
。

○
農
林
課

地
域
農
政
総
合
推
進
事
業
費

（
荒
廃
農
地
等
利
活
用
促

進
事
業
）

問

瀬
平
、
水
川
、
崎
平
、

各
対
象
地
区
の
栽
培
予
定

作
目
は
何
か
。

答

瀬
平
は
オ
リ
ー
ブ
、

水
川
は
野
菜
、
崎
平
は
自

然
薯
で
あ
る
。

林
業
振
興
費　

（
林
業
関
係
事
業
費
補
助
金
）

問

防
護
柵
は
何
に
対
す

る
も
の
か
。

答

シ
カ
対
策
で
あ
り
、

植
林
と
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

○
情
報
政
策
課

情
報
政
策
費　

（
地
域
情
報
化
の
推
進
）

問

30
年
度
光
ケ
ー
ブ
ル

の
修
繕
料
が
多
い
理
由
は
。

答

台
風
24
号
の
被
災
対

応
が
大
部
分
で
あ
る
。

問

住
宅
退
去
者
の
か
わ

ね
フ
ォ
ン
機
材
は
ど
う
し

て
い
る
か
。

答

端
末
器
は
引
き
上
げ

て
い
る
。
住
宅
解
体
時
の

撤
去
費
用
は
利
用
者
負
担

を
求
め
て
い
る
。

○
税
務
住
民
課

賦
課
徴
収
費　

問

町
民
税
が
増
収
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
主

要
因
は
。

答

法
人
町
民
税
の
増
収

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

◎
国
民
健
康
保
健
事
業
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

◎
温
泉
事
業
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

◎
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
事
業
特
別
会
計�

�

…
全
員
賛
成

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

５
日
間
に
わ
た
り
担
当
課

長
、
職
員
に
出
席
頂
き
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
活
発
な

質
疑
、
意
見
な
ど
が
出
さ

れ
、
町
長
を
は
じ
め
、
課

長
、
職
員
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
日
熱
心
に
審
査
に
臨

ん
で
い
た
だ
い
た
委
員
の

皆
様
、
ま
た
、
丁
寧
に
対

応
い
た
だ
い
た
職
員
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
審
査
が
来
年
度
の
予

算
編
成
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
決
算
特
別
委
員
長

�

坂
本
政
司

梅高地区公園予定地

瀬平地区オリーブ植栽地
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�

促
進
地
域
は
川
根
本
町

全
域
か
。

�

促
進
地
域
は
、
静
岡
県

全
域
、
川
根
本
町
全
域

で
あ
る
。
県
が
事
業
計
画
を

承
認
し
た
場
合
に
該
当
す
る
。

計
画
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

各
企
業
の
判
断
と
な
る
。

�

県
が
示
す
基
準
の
ポ
イ

ン
ト
は
な
に
か
。

�

雇
用
の
創
出
が
で
き
る

こ
と
。
関
連
事
業
者
へ

の
波
及
効
果
な
ど
で
あ
る
。

町
内
に
お
い
て
も
、
活
性
化

の
一
つ
と
な
る
と
考
え
る
。

�

当
町
で
固
定
資
産
税
を

免
除
し
よ
う
と
す
る
理

由
は
何
か
。

�

町
内
へ
の
立
地
を
検
討

す
る
事
業
者
へ
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
ほ
か
、

町
内
の
既
存
事
業
者
に
よ
る

事
業
拡
大
及
び
新
規
展
開
へ

の
支
援
策
、
雇
用
の
創
出
や

商
工
業
振
興
の
一
助
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
。

�

大
規
模
な
事
業
が
該
当

要
件
と
考
え
て
よ
い
か
。 �

取
得
価
格
の
合
計
が
、

１
億
円
、
農
林
水
産
関

係
は
５
千
万
円
を
超
え
る
も

の
が
該
当
す
る
。

�

３
年
間
は
固
定
資
産
税

が
減
少
と
な
る
が
、
４

年
目
か
ら
は
通
常
ど
お
り
に

入
っ
て
く
る
の
で
、町
の
負
担

は
限
定
的
と
考
え
て
よ
い
か
。

�

免
除
分
の
固
定
資
産
税

は
、
４
分
の
３
が
地
方

交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
。

４
分
の
１
は
減
収
と
な
る
が
、

雇
用
等
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
商
工
業
の
発
展
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

�

29
年
度
以
降
、
県
内
で

条
例
を
制
定
し
た
市
町

は
あ
る
の
か
。

�

県
内
の
市
町
で
条
例
の

制
定
を
し
た
と
こ
ろ
は

な
い
。
当
町
が
初
め
て
と
な

る
。

　

質
疑
の
後
討
論
は
な
く
、

起
立
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
　

第
二
常
任
委
員
長

�

坂
本
政
司

問答問答問答問

答問答問答

　

こ
の
条
例
は
、「
地

域
未
来
投
資
促
進
法
」

に
基
づ
き
、「
地
域
経

済
牽
引
事
業
」
を
実
施

す
る
事
業
者
に
対
し
、

３
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
を
免
除
す
る

こ
と
に
よ
り
、
企
業
誘

致
の
促
進
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
も
の
。

第２常任委員会審査報告

川根本町地域経済牽引事業の促進に係る固定資産税の
課税免除に関する条例について

荒廃農地等利活用促進事業

桑野山貯木場　木の駅かわね事業(まき割り機)

移住定住事業　空き家バンク登録物件

本川根南部簡易水道

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た�

９
月
18
日

審査日　令和元年9月17日
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初
日
に
上
程
さ
れ
た
議

案
16
件
（
同
意
１
件
・
議

案
15
件
）
は
、
速
報
版
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

定
例
会
２
日
目
（
９
月
12

日
）
に
全
員
賛
成
で
可
決

し
た
。

　

最
終
日
の
27
日
に
は
５

人
が
一
般
質
問
を
行
っ

た
。
ま
た
、
議
員
発
議
の

意
見
書
（
地
震
財
特
法
の

延
長
に
つ
い
て
）
１
件
も

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

　

第
二
常
任
委
員
会
で
審

査
し
た
「
川
根
本
町
地
域

経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に

係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
も
全
員
賛

成
で
可
決
し
た
。

　

30
年
度
決
算
は
、
委
員

長
の
報
告
後
、
全
員
賛
成

で
原
案
の
と
お
り
認
定
し

た
（
６
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

同
意
１
件
（
全
員
賛
成
）

○�

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

神
谷
晴
治
氏
（
再
任
）

議
案
16
件
（
全
員
賛
成
）

条
例
制
定

○�

川
根
本
町
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
促
進
に
係
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・�

地
域
未
来
投
資
促
進
法

に
基
づ
き
、
企
業
誘
致

の
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

3
年
間
の
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
を
行
う
。

条
例
の
一
部
改
正

○�

川
根
本
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・�

軽
自
動
車
税
の
税
率
規

定
の
見
直
し
や
グ
リ
ー

ン
化
特
例
措
置
に
関
す

る
改
正
。

○�

川
根
本
町
印
鑑
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

印
鑑
証
明
に
旧
姓
の
記

載
を
行
う
た
め
の
改
正
。

○�

川
根
本
町
営
バ
ス
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・�

消
費
税
改
正
に
伴
う
町

営
バ
ス
寸
又
峡
線
の
普

通
運
賃
の
改
正
。

○�
川
根
本
町
い
や
し
の
里
診

療
所
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・�

診
療
報
酬
を
国
の
改
定

基
準
に
適
合
さ
せ
る
。

診
療
所
の
使
用
料
及
び

手
数
料
に
係
る
消
費
税

率
を
改
正
。

○�

川
根
本
町
道
路
占
用
料
等

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・�

消
費
税
の
課
税
対
象
と

な
る
占
用
料
に
係
る
消

費
税
率
の
改
正
。

○�

川
根
本
町
流
水
占
用
料

等
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
つ
い
て

・�

消
費
税
の
課
税
対
象
と

な
る
占
用
料
に
係
る
消

費
税
率
の
改
正
。

○�

川
根
本
町
普
通
河
川
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・�

消
費
税
の
課
税
対
象
と

な
る
占
用
料
に
係
る
消

費
税
率
の
改
正
。

○�

川
根
本
町
簡
易
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・�

消
費
税
の
改
正
に
伴
い
、

水
道
料
金
を
改
正
す
る
。

○�

川
根
本
町
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
。

・�

消
防
団
の
欠
格
条
項
を

改
正
す
る
。

補
正
予
算

○�

令
和
元
年
度
川
根
本
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・�

奥
大
井
湖
上
駅
駐
車
場

整
備
、
情
報
基
盤
修
繕

費
、
下
泉
原
地
区
農
地

換
地
計
画
作
成
負
担
金
、

林
道
寸
又
峡
改
良
工
事

な
ど
の
追
加
、幼
児
教
育

等
無
償
化
に
関
連
す
る

補
正
な
ど
。
1
億
１
，９�

４
８
万
9
千
円
を
追
加
。

○�

令
和
元
年
度
川
根
本
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

・�

高
度
医
療
合
算
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
の
増
額
、

基
金
積
立
金
の
増
額
。

国
県
支
出
金
の
精
算
に

伴
う
返
還
金
の
増
額
。

３
，１
０
４
万
４
千
円

を
追
加
。

○�

令
和
元
年
度
川
根
本
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

・�

林
道
寸
又
峡
線
改
良
工

事
に
起
因
す
る
導
水
管

布
設
替
工
事
の
追
加
。

１
９
０
万
３
千
円
を
追

加
。

○�

令
和
元
年
度
川
根
本
町
訪

問
介
護
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

・�

平
成
30
年
度
決
算
に
係

る
剰
余
金
を
計
上
し
、

同
額
を
一
般
会
計
繰
入

金
か
ら
減
額
す
る
。

○�

令
和
元
年
度
川
根
本
町

い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・�

遠
隔
診
療
対
応
科
目
を

増
や
し
て
い
く
た
め
の

経
費
、
患
者
数
増
加
に

伴
う
医
薬
材
料
費
等
の

追
加
。
３
９
０
万
円
を

追
加
。

そ

の

他

〇�

町
道
路
線
の
認
定
に
関

す
る
議
決
議
案
の
訂
正

に
つ
い
て

・�

第
１
回
定
例
会
に
て
議

決
し
た
町
道
路
線
の
起

点
終
点
の
訂
正
。

（
平
成
30
年
度
決
算
認
定
議
案
を
除
く
）

９
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

9



　　　質問の概要を発言順に掲載します

11ページ
杉山　広充　議員
教育行政に関して・保護者の声の吸い上げ・学校の再編について

12ページ
山本　信之　議員
自治体財政状況について

13ページ
中原　　緑　議員
子育て世代の定住化
川根高校関連における経費について

14ページ
野口　直次　議員
農家の経営支援に行政ができることは
小学校の就学について

15ページ
石山喜美夫　議員
リニア新幹線工事
町の防災対策と医療関連について

　連携中学校から川根高校に入学した生徒について、大間地区、接岨
地区、笹間地区など、自宅から高校への通学が困難と認められる生徒
に対し、寄宿舎や下宿を提供することにより、生徒及び保護者の負担
を軽減させる支援を行っています。
　この運用については、平成30年度の入学者から対応しており、現在、
２年生1名、1年生1名が、南麓寮において川根留学生と共に生活を
しています。

Ｑ．�現在、接岨地区に６人、大間地区に２人の子供が生活している。保護者の思いに
耳を傾け、将来、川根高校に行き奥流に入りたいという生徒のために、条例の改
正または規約等をつくり、奥流入寮の門戸を開いたらどうか。

Ａ．奥流の条例の中に原則的には、川根留学生という限定があるが、その他、教育委員会が、特に必要
と認めた者という条項もあるので、その中で状況に応じて対応したいと考える。

５
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

９
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

一 般
質 問

あの一般質問

どうなっただやぁ～
平成30年３月定例会　質問者：杉山広充 議員

現　状

川根高校南麓寮

10



�

平
成
29
年
10
月
か

ら
、
２
年
間
、「
保

護
者
代
表
の
教
育
委
員
１

名
」
が
不
在
で
あ
る
。

　

行
政
当
局
は
、
昨
年
９

月
・
今
年
３
月
議
会
で
早

期
に
対
応
す
る
と
答
弁
し

た
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

�

現
在
、
保
護
者
代

表
の
委
員
は
欠
員

で
あ
る
。
教
育
委
員
の
職

務
や
服
務
内
容
か
ら
、
人

選
に
苦
慮
し
て
い
る
。
今

年
度
中
に
は
、
人
選
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

�

本
町
の
小
・
中
全

体
の
保
護
者
（
父

親
・
母
親
）
は
、
３
０
０
人

以
上
い
る
と
推
測
す
る
。

こ
の
中
に
ふ
さ
わ
し
い
人

が
、
必
ず
い
る
と
考
え
る
。

質
問

町
長

質
問

問 小、中学校の統合について、 
保護者の声の吸い上げを

答 仮称「これからの川根本町の教育に 
係る意見交換会」を開催する

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

�

議
員
が
言
っ
た
と

お
り
と
思
う
。
委

員
を
人
選
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。

�

今
年
３
月
議
会
で
、

小
学
校
、
中
学
校

の
統
合
・
再
編
に
つ
い
て
、

保
・
幼
・
小
・
中
学
校
の

保
護
者
の
思
い
、
本
音
を

吸
い
上
げ
て
欲
し
い
と
お

願
い
し
た
。

　

行
政
当
局
は
、「
学
校

の
あ
り
方
協
議
会
の
中
で

検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁

し
た
。
そ
の
後
、
保
護
者

の
声
を
吸
い
上
げ
る
努
力
、

方
策
を
講
じ
た
の
か
。

�
昨
年
の
７
月
「
川

根
本
町
立
学
校
設

置
適
正
化
及
び
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

教
総
課
長

教
育
総

務
課
長

質
問

町
長

現
在
、
調
査
、
研
究
、
協

議
し
て
い
る
。

�

昨
年
度
、
協
議
会

を
２
回
、
研
究
会

を
５
回
開
催
し
た
。
今
年

度
中
に
一
定
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
る
。
仮
称

「
こ
れ
か
ら
の
川
根
本
町

の
教
育
に
係
る
意
見
交
換

会
」
を
10
月
か
ら
11
月
ぐ

ら
い
に
開
催
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
る
。

�

本
町
で
は
、
こ
こ

１
年
間
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
は
十
数
人
。
小

学
校
に
お
い
て
は
、
教
務

主
任
と
学
級
担
任
の
兼
務
、

複
式
学
級
担
任
が
生
じ
て

い
る
。
ま
た
、
小
・
中
学

校
校
舎
の
老
朽
化
、
学
校

管
理
費
と
教
育
振
興
費
の

教
総
課
長

教
育
総

務
課
長

質
問

経
費
が
か
さ
ん
で
い
る
。

　

で
き
る
限
り
早
く
、
小

学
校
１
校
、
中
学
校
１
校

の
小
中
一
貫
校
、
小
・
中

合
同
の
義
務
教
育
学
校
の

検
討
に
入
り
、
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
見
解
を

伺
う
。

�

現
行
制
度
や
多
様

な
小
中
一
貫
教
育

制
度
を
踏
ま
え
、
児
童
生

徒
に
次
世
代
に
必
要
と
さ

れ
る
資
質
、
能
力
を
育
成

す
べ
き
、
本
町
の
教
育
制

度
を
検
討
、構
築
し
、次
に
、

教
育
制
度
を
実
現
す
る
た

め
の
学
校
の
施
設
形
態
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

�

学
校
再
編
に
お
い

て
、
最
も
重
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、「
子
ど
も
同
士
の
関

わ
り
」
で
あ
る
。
子
ど
も

同
士
が
直
接
的
に
関
わ
り
、

一
人
一
人
が
自
分
の
考
え

を
出
し
合
い
、
比
べ
合
い
、

練
り
合
い
高
め
合
う
こ
と
、

こ
れ
が
学
び
だ
と
考
え
る
。

　

本
町
で
は
、「
施
設
一

体
型
の
義
務
教
育
学
校
」

教
育
長

質
問

に
、
思
い
や
意
見
が
収
し
ゅ
う

斂れ
ん

さ
れ
て
い
く
よ
う
に
思
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

�

学
校
の
統
廃
合
を

含
め
た
方
針
は
、

教
育
委
員
会
、
総
合
教
育

会
議
の
中
で
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思

う
。

教
育
長

杉山広充 議員

中川根第一小学校中川根中学校

11※掲載記事は発言議員本人からの寄稿によるものです。



�

財
政
調
整
基
金
は

３
年
間
で
10
億
８
，

０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し

が
あ
っ
た
。16
億
８
，０
０
０�

万
円
あ
っ
た
基
金
は
、
残

高
５
億
９
，０
０
０
万
円

で
あ
る
。
財
源
は
、
ど
こ

か
に
あ
る
の
か
。

�

当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
。

　

次
年
度
以
降
の
予
算
編

成
に
お
い
て
も
、
減
少
す

る
歳
入
に
見
合
っ
た
予
算

編
成
、
い
わ
ゆ
る
身
の
丈

質
問

町
長

に
応
じ
た
予
算
編
成
を
行
っ

て
い
く
。
基
金
の
取
り
崩

し
の
抑
制
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

�

実
質
単
年
度
収
支

に
つ
い
て
、
過
去

５
年
間
で
９
億
４
，０
０
０�

万
円
の
赤
字
が
続
い
て
い

る
。町
に
と
っ
て
は
、大
変

問
題
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。

早
急
に
解
消
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

	

財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
の
影
響

が
、
実
質
単
年
度
収
支
に

質
問

総
務
課
長

如
実
に
表
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
、
こ
れ
も
ま
た
、

事
実
で
あ
る
。
今
後
は
、

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
に
頼
ら
な
い
、
実
質
単

年
度
収
支
の
赤
字
の
現
状

に
つ
い
て
、
大
き
な
心
配

に
し
て
い
か
な
い
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

�

去
年
９
月
に
財
政

計
画
に
つ
い
て
、

町
長
は
「
今
後
は
向
こ
う

５
年
間
程
度
の
短
期
ス
パ

ン
に
お
け
る
、
財
政
運
営

に
臨
ん
で
い
く
考
え
で
あ

質
問

る
。」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

早
急
に
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。
お
答
え
願

う
。

�

財
政
計
画
は
、
令

和
２
年
度
の
11
月
、

ほ
ぼ
１
年
先
で
は
、
そ
こ

を
目
途
に
、
そ
こ
か
ら
の

短
期
ス
パ
ン
５
年
間
の
中

で
の
財
政
計
画
を
お
示
し

す
る
。
そ
の
予
算
編
成
の

際
に
は
、
今
後
、
大
き
く

か
わ
る
変
動
要
因
が
こ
こ

１
年
の
中
で
、
多
々
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
見
据
え
た

総
務
課
長

中
で
要
因
を
分
析
し
、
財

政
計
画
と
い
う
形
で
示
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

各
事
業
の
圧
縮
、

各
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
私
も
農
協
で

計
画
・
実
行
・
評
価
・
改

善
を
や
っ
て
き
た
。
職
員

の
意
識
改
革
を
進
め
、
行

政
運
営
の
手
法
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

考
え
を
お
伺
い
す
る
。

質
問

問
自
治
体
財
政
状
況
に
つ
い
て

答
積
極
的
に
対
応
す
る

�

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
絶
え
ず
推
進

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

今
後
ど
う
す
る
か
と
い
う

形
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
運
営
に
お
い
て
も
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
手
法
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今

以
上
に
職
員
も
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

総
務
課
長

川根本町役場本庁舎

山本信之 議員
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一 般
質 問



	

子
育
て
世
代
を
対

象
に
し
た
ニ
ー
ズ

調
査
で
多
か
っ
た
要
望
を
、

ど
う
と
ら
え
、
対
応
す
る

の
か
。

�

約
半
数
の
方
々
か

ら
“
児
童
館
や
公

園
な
ど
の
遊
び
場
の
拡

充
”
の
希
望
が
あ
っ
た
。

公
園
整
備
も
施
策
の
１
つ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
既
存

し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
し
、
様
々
な
事
業
の

中
で
子
育
て
世
代
へ
の
交

流
の
場
、
学
び
の
場
を
提

供
し
た
い
。

	

２
年
後
を
め
ど
に
、

梅
島
下
に
公
園
が

で
き
る
。
ど
う
い
う
公
園

か
。

�

事
業
主
体
は
県
、

町
は
事
業
費
の
２

質
問

健
康
福

祉
課
長

質
問

建
設
課
長

問 川根高校 “未来への投資” の効果は。

答 効果は必ず出てくる。経費節減でも対応。

分
の
1
を
負
担
。「
芝
生

広
場
」、「
駐
車
場
」、「
広

場
を
周
遊
す
る
道
」、「
水

路
」
な
ど
の
整
備
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

	

そ
の
公
園
に
、
子

育
て
世
代
が
喜
ぶ

本
格
的
で
特
色
の
あ
る
遊

具
や
、
町
民
の
休
憩
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

�

公
園
は
、
河
川
区

域
内
で
あ
り
、
遊

具
設
置
は
県
（
河
川
管
理

者
）
の
許
可
が
必
要
で
、

洪
水
な
ど
の
災
害
防
止
機

能
か
ら
す
れ
ば
、
設
置
は

難
し
い
。
固
定
し
な
い
も

の
で
も
県
の
許
可
が
必
要
。

	
多
子
世
帯
の
保
育

料
が
、
島
田
市
、

焼
津
市
、
牧
之
原
市
で
は
、

質
問

建
設
課
長

質
問

上
の
子
の
年
齢
に
関
係
な

く
、
第
２
子
は
半
額
、
第

３
子
は
無
料
。
本
町
で
は

３
人
と
も
未
就
学
児
で
あ

る
こ
と
が
条
件
。
定
住
化

促
進
の
た
め
に
規
則
の
見

直
し
の
検
討
は
ど
う
か
。

	

当
町
の
保
育
料
は

国
で
定
め
た
上
限

の
約
６
割
程
度
で
あ
り
、

適
当
と
考
え
る
。
今
後
は
、

保
育
所
運
営
委
員
会
の
意

見
を
聞
い
た
後
に
、
保
育

料
等
を
決
定
し
て
い
く
。

	
	

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

等
の
寮
３
か
所
と

公
営
塾
の
本
年
度
予
算
は
、

１
億
５
，１
５
７
万
2
千
円

に
な
っ
た
。
川
根
高
校
に

関
わ
る
増
え
続
け
る
財
政

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長

質
問

	

川
根
高
校
の
存
在

が
、
本
町
に
及
ぼ

す
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。

“
可
能
な
限
り
、
今
後
も

町
の
将
来
の
た
め
に
支
援

を
し
て
い
く
べ
き
”
と
考

え
て
い
る
。

�

適
正
な
寮
費
負
担

の
検
討
と
併
せ
、

経
費
の
節
減
で
対
応
す
る
。

	

経
費
節
減
に
お
い

て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
の

か
。
伸
び
続
け
る
と
推
測

す
る
“
未
来
へ
の
投
資
”

の
効
果
は
、
あ
ら
わ
れ
て

い
る
か
。
川
根
高
校
に
よ

る
経
済
効
果
と
、
町
の
負

担
額
、
分
岐
点
は
い
く
ら

か
。

�

全
体
の
経
費
を
見

な
が
ら
削
減
す
る
。

現
状
と
し
て
、
目
に
見
え

る
効
果
は
な
い
が
、
本
町

の
良
さ
を
理
解
し
、
支
援

し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
対

応
を
検
討
す
る
。

	

投
資
効
果
は
必
ず

出
て
く
る
。
人
に

投
資
し
て
い
る
。
留
学
生

町
長

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

町
長

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど

「
第
二
の
ふ
る
さ
と
は
川
根

本
町
だ
。」
と
い
う
地
元
愛

が
芽
生
え
、
も
っ
と
も
っ

と
展
開
が
広
が
る
。
そ
こ

を
理
解
し
な
い
と
、
こ
の

議
論
は
か
み
合
わ
な
い
。

	

町
の
負
担
が
大
き

い
こ
と
を
、
留
学

生
や
そ
の
保
護
者
は
、
理

解
し
て
い
る
か
。

�

保
護
者
や
学
校
等

と
も
相
談
し
な
が

ら
検
討
す
る
。

質
問

教
育
総

務
課
長

47,925 51,627 56,385 57,115 57,460 53,963
38,173

306,736

39,660

142,587 112,729 114,00332,494

40,456

29,179

28,374
29,677 52,400

41,608

48,440 132,572
151,579

H26 H27 H28 H29 H30 R1 予算
986 1,113 1,040 914 841 1,275

若者交流
センター
「奥流」
建設費
235,803千円
含む 通学バス

教育諸費

若者交流
センター、
寮関連費

教育委員会費

事務局費

教育総務費内訳比較
平成26～ 30年度決算・令和元年度予算額（単位：千円）

中原　緑 議員
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◎�

今
後
の
農
家
の
経
営
が

成
り
立
つ
た
め
に
、
行

政
が
で
き
る
こ
と

�

当
町
と
し
て
Ｊ

Ａ
・
関
係
団
体
と

協
力
し
て
い
く
つ
か
の
経

営
の
パ
タ
ー
ン
と
経
営
の

方
向
性
を
、
今
後
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

�

農
家
の
皆
様
は
、

転
機
並
び
に
分
岐

点
を
迎
え
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
個
々
の
農
家
が

知
恵
を
出
し
、
経
営
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。
町
と
し

質
問

町
長

て
も
各
制
度
を
設
け
て
い

る
の
で
、
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

�

農
家
そ
れ
ぞ
れ
が
、

経
営
計
画
に
基
づ

い
て
営
農
さ
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
一
概
に
町
で

方
向
性
を
示
す
こ
と
は
適

切
で
は
な
い
と
思
う
。

�

農
業
に
対
す
る
当

町
の
手
厚
い
助
成

事
業
は
評
価
で
き
る
反
面
、

今
の
茶
況
に
合
わ
せ
た
見

直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長

質
問

�

農
業
に
関
す
る
補

助
制
度
は
、
国
・

県
・
町
の
様
々
な
支
援
制

度
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
に
な
る
の
か
、

担
当
課
に
相
談
し
て
ほ
し

い
。
国
・
県
に
問
い
合
わ

せ
て
、
対
応
で
き
る
制
度

情
報
を
提
案
で
き
る
と
思

う
。
町
単
独
で
対
応
で
き

る
場
合
も
あ
る
と
思
う
。

�

収
入
保
険
も
、
茶

共
済
同
様
に
助
成

で
き
な
い
か
。

農
林
課
長

質
問

�

こ
の
保
険
は
農
作

物
の
主
収
入
の
全

て
を
補
償
す
る
内
容
で
あ

り
、
掛
け
金
の
基
盤
と
な

る
収
入
金
額
が
確
定
す
る

時
期
が
年
度
末
に
な
る
。

ま
た
積
立
金
と
し
て
加
入

者
の
預
か
り
金
も
あ
り
、

農
業
以
外
の
要
素
も
含
ん

で
い
る
。
よ
っ
て
助
成
に

関
し
て
は
難
し
い
と
考
え

る
。

農
林
課
長

◎�

児
童
生
徒
の
減
少
の
中
で

小
学
校
の
就
学
に
つ
い
て

�

児
童
生
徒
の
減
少

の
中
で
、
現
在
は

複
式
学
級
を
行
っ
て
い
る

学
区
に
居
住
し
て
い
る
児

童
は
、
そ
の
学
区
に
入
学

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
複
式
学
級
で

の
就
学
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
町
民
が
い
る
と
聞
く
。

町
内
の
ほ
か
の
小
学
校
に

入
学
す
る
手
立
て
は
あ
る

の
か
。

�

就
学
に
関
し
て
は
、

「
川
根
本
町
児
童
・

生
徒
の
就
学
に
関
す
る
規

則
」
に
基
づ
き
対
応
し
、

児
童
生
徒
の
現
住
所
に
よ

り
学
校
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
指
定
さ
れ
た
学
校
を

変
更
す
る
場
合
は
、
指
定

学
校
変
更
許
可
基
準
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
基

準
に
よ
り
許
可
し
て
い
る
。

複
式
学
級
で
就
学
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
々
に
は
、

実
際
に
複
式
の
授
業
を
見

て
い
た
だ
き
、
不
安
を
和

ら
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

質
問

教
育
総

務
課
長

問
農
家
の
経
営
が
成
り
立
つ
た
め
、
行
政
が
で
き
る
こ
と
は

答
国
・
県
・
町
の
支
援
制
度
で
対
応
し
た
い

対
応
し
て
い
き
た
い
。

�

区
域
外
（
町
外
）

の
就
学
を
避
け
る

た
め
に
も
、
何
と
か
1
人

で
も
町
内
か
ら
児
童
を
減

ら
さ
な
い
よ
う
に
、
規
則

を
見
直
す
な
ど
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

�

規
則
に
の
っ
と
っ

て
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で

特
に
複
式
学
級
が
不
安
だ

か
ら
と
い
う
理
由
で
の
申

請
は
無
か
っ
た
。「
あ
り

方
協
議
会
」
の
中
で
、
今

後
ど
う
す
る
か
を
踏
ま
え
、

ま
ず
教
育
を
ど
う
し
て
い

き
た
い
か
を
最
優
先
に
考

え
た
上
、
そ
れ
に
適
し
た

学
校
の
配
置
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問

教
育
総

務
課
長

野口直次 議員

一 般
質 問

農業経営振興会と農林課による意見交換会
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◎�

報
道
で
議
論
激
し
い
リ
ニ
ア
、

わ
が
町
の
対
応
は

�

連
日
激
動
す
る
リ

ニ
ア
議
論
報
道
の

中
ど
ん
な
影
響
が
予
測
さ
れ
、

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

�

下
流
市
町
の
水
が

め
長
島
ダ
ム
の
あ

る
町
と
し
て
、
県
知
事
を

筆
頭
に
、
オ
ー
ル
静
岡
対

応
で
進
め
て
お
り
静
岡
市

に
も
協
力
を
勧
め
て
い
る
。

�
エ
コ
パ
ー
ク
や
観
光

対
策
へ
の
影
響
は
。

�

環
境
破
壊
が
起
こ

る
と
エ
コ
パ
ー
ク

認
定
取
り
消
し
も
あ
る
。

環
境
保
全
・
減
水
対
策
確

約
が
必
要
と
考
え
る
。

�

Ｊ
Ｒ
宇
野
副
社
長

の
駿
遠
橋
よ
り
下

は
影
響
な
い
と
の
発
言
は

上
流
の
我
町
に
は
影
響
あ

り
と
取
れ
る
。

質
問

町
長

質
問

く
ら
し

環
境
課
長

質
問

問 安心して歳を重ねていける町に 
リニア工事の影響、防災対策、医療を問う

答 県と一体で、環境維持、閑蔵線整備、ネックレス構想を 
災害時やれることは何でもやる。本川根診療所はめどが！

�

水
量
変
化
は
県
か

ら
情
報
が
入
る
。

濁
水
・
水
質
管
理
対
応
を

要
望
し
て
い
き
た
い
。

�

リ
ニ
ア
工
事
の
影

響
で
町
内
の
沢
枯

れ
な
ど
、
水
道
の
取
水
へ

の
影
響
予
測
は
ど
う
か
。

�

大
井
川
の
支
流
で

あ
る
沢
か
ら
取
水

し
て
い
る
が
、
工
事
の
影

響
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

	

大
井
川
で
の
レ

ジ
ャ
ー
・
釣
り
・

観
光
へ
の
影
響
、
ま
た
関

係
機
関
連
携
は
。

�

大
井
川
の
濁
水
対

策
、
水
質
の
管
理

は
重
要
。
県
と
流
域
関
係

市
町
、
漁
協
関
係
と
も
連

携
し
対
応
し
た
い
。

�
連
日
各
方
面
の
議

論
百
出
の
中
、
町

長
の
決
意
は
。

く
ら
し

環
境
課
長

質
問

く
ら
し

環
境
課
長

質
問

く
ら
し

環
境
課
長

質
問

�

県
知
事
は
、
環
境

対
策
、
水
問
題
な

ど
県
民
の
先
頭
に
立
ち
対

応
い
た
だ
い
て
い
る
。
南

ア
ル
プ
ス
エ
メ
ラ
ル
ド
ネ
ッ

ク
レ
ス
構
想
も
あ
り
、こ
れ

か
ら
も
県
を
応
援
し
共
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。ま
た

以
前
、
新
接
岨
大
橋
建
設

に
あ
た
り
、
当
時
の
小
嶋

市
長
が
、
閑
蔵
線
改
良
を

大
勢
の
前
で
公
言
、約
束
し

た
こ
と
は
忘
れ
な
い
。
当

然
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
。

◎�

町
の
防
災
訓
練
対
策
を
、

よ
り
現
実
的
に
！

�

訓
練
は
最
近
の
災

害
変
化
を
ふ
ま
え
、

地
区
に
最
適
な
訓
練
と
な
っ

て
い
る
か
。

	

夜
間
訓
練
、
風
水

害
等
の
想
定
、
地

町
長

質
問

町
長

区
課
題
解
決
の
工
夫
を
し

て
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

�

緊
急
時
、
町
有
施

設
、
給
食
・
子
育

て
施
設
等
全
て
を
解
放
す

る
か
。

�

一
概
に
言
え
な
い

が
状
況
で
的
確
な

判
断
情
報
を
提
供
し
た
い
。

�

一
人
暮
ら
し
等
、

要
支
援
者
の
情
報

把
握
、
緊
急
支
援
対
応
は

ど
う
か
。

�

災
害
時
支
援
者
リ

ス
ト
等
整
備
を
し
、

地
区
、
民
生
委
員
と
も
共

有
。
ケ
ー
ス
を
ふ
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

�

停
電
時
、
分
断
さ

れ
た
地
区
へ
の
情

報
伝
達
手
段
は
。

�

情
報
を
屋
外
拡
声

放
送
、
携
帯
エ
リ

ア
メ
ー
ル
、
防
災
行
政
無

線
機
、
衛
星
携
帯
電
話
で

各
区
に
伝
達
す
る
。
そ
の

と
き
や
れ
る
事
は
何
で
も

や
る
と
い
う
事
で
情
報
伝

達
を
図
る
。
避
難
指
示
・

勧
告
等
発
令
は
人
命
第
一

で
対
応
し
た
い
。

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

◎�

町
の
医
療
充
実
と
、
川

高
に
医
療
福
祉
科
を

�

本
川
根
診
療
所
医

師
招
致
状
況
、
い

や
し
の
里
診
療
所
等
看
護

師
充
実
状
況
は
。

	

医
師
は
9
割
方
で

き
る
状
況
。
看
護

師
は
著
し
い
不
足
状
況
で

は
な
い
が
最
適
な
医
療
体

制
を
慎
重
検
討
し
て
い
く
。

	

看
護
師
・
福
祉
人

材
は
好
条
件
募
集

充
実
を
。

�

現
段
階
で
は
、
本

川
根
診
療
所
早
期

再
開
を
図
っ
て
い
く
。

	

介
護
職
は
、
研
修

補
助
、
教
育
等
に

力
を
注
ぎ
た
い
。

	

川
根
高
校
を
守
る

た
め
力
を
注
い
で

い
る
が
、
町
の
現
状
か
ら

も
、
医
療
・
福
祉
の
専
門

職
を
養
成
で
き
る
科
や
大

学
、
専
門
校
、
分
校
、
研

究
室
な
ど
町
に
貢
献
で
き

る
機
関
併
設
を
す
れ
ば
町

民
理
解
も
得
や
す
い
が
検

討
研
究
で
き
な
い
か
。

�

県
立
校
で
町
は
関

与
で
き
な
い
。

質
問

町
長

質
問

健
康
福

祉
課
長

高
齢
者

福
祉
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

石山貴美夫議員
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　2018年９月の台風２４号の影響で土砂の流入が激しく、吊橋
の下まで堆砂が広がり観光客の皆様のイメージと違う風景と
なり、訪れたお客様に残念な思いをさせていた。
　2019年４月に政府要望活動の中で、国土交通省で寸又峡大
間ダム堆砂の問題を出したが、重機も入りにくいなどで話が
進まなかった。

　2019年８月６日に中部電力静岡水力センター川上所長、加
納課長の案内で状況説明を受けたときには、梅雨時の影響で
水は濁っていたが、吊橋の下の堆砂は無くなり、湖水がほぼ
以前の状態に近い広がりを見せていた。
　水力センター職員の方の洪水吐

ばき

ゲート（排砂ゲート）の開
閉操作の繰り返しで、堆砂を徐々に減らすことに成功したと
のことで、感謝の気持ちとともに頭の下がる思いでした。

　洪水吐
ばき

ゲート（排砂ゲート）の操作内容は、大雨時の洪水
を利用しての開放と閉鎖を繰り返して砂利や岩をゲート下へ落とす方法で、５月２１日の大雨の
際に１回目を行い、以後６月、７月、８月、９月までに１２回の効果的な開閉を行った。

　９月中頃よりきれいな湖水が戻ってきており、お客様のイメージに近い夢の吊橋に戻ったと
いえる。１１月の紅葉シーズンに向けて準備が整い、中部電力静岡水力センター職員の皆様に、
議会だよりを通して感謝の気持ちを伝えたい。

追伸　�現在、１0月１２日の台風１9号の影響で
濁っているが、堆砂は無かったとの
情報を静岡水力センターより頂きま
した。紅葉シーズンまでに青い湖水
に戻ることを祈るばかりです。

大間ダム堆砂状況（寸又峡夢の吊橋下）

輝きを取りもどした夢の吊橋　2019年10月6日

議員視察� 2019年８月６日

編
集
後
記

　
「
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」

を
め
ざ
し
、
編
集
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

今
回
は
、９
月
定
例
会（
主
と
し

て
決
算
認
定
）
関
連
以
外
に
、
大

間
ダ
ム
堆
砂
状
況
視
察
調
査
に
つ

い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に「
議

会
だ
よ
り
」
を
通
し
て
、
で
き
る

限
り
の
情
報
を
提
供
し
、
ご
愛
読

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
杉
山
広
充
）

　（
議
会
広
報
委
員
会
）

委
員
長　
　

野
口　

直
次

副
委
員
長　
　

坂
本　

政
司

委　
　

員　
　

杉
山　

広
充

　
　
　
　
　
　

澤
西　

省
司

　
　
　
　
　
　

中
原　
　

緑

12月
2 日 月

９：00～ 本会議（定例会・初日）

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

９日 月
９：00～ 本会議（定例会・ 2日目）

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

18日 水 ９：00～ 本会議（定例会・最終日）

◆12月定例会の予定◆

○本会議場は役場本庁3階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（５６－222９）までお問い合わせください。

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴におでかけください。

2019年1月大間ダム

洪水吐
ばき

ゲート（排砂ゲート）の確認
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